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地
域
防
災
力
向
上
を
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す

防
災
士
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

防災意識の向上のために

区長

上山 和
かずひろ

博 さん

　私たちは「市民が逃げ遅れないよう、助
かるように」を常に目標としています。
　一人一人の防災意識を高めようとして
も、ただ講義をするだけでは自分事として
考えてくれないことも。そこで現地に行っ
て消火栓の場所を一緒に確認しホースをつ
なげて放水したり、水害のときにはどこま
で水位が上がるか確かめています。
　実際に行動し、体験することで一人一人
の記憶に残り、防災意識の向上になると考
えて活動をしています。 川田 良

よしゆき

行 さん小田 光
みつ お

雄 さん

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
へ
の
派

遣
な
ど
、
防
災
士
の
地
域
活
動
を
促

し
、
防
災
に
関
す
る
適
切
な
知
識
や

経
験
を
持
っ
た
県
内
に
住
む
防
災
士

の
こ
と
で
す
。
主
に
地
域
防
災
計
画

や
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
指
導

や
助
言
、
地
域
の
防
災
訓
練
の
実
施

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

避
難
所
運
営
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

４
月
に
は
、
８
人
の
防
災
士
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
集
ま
り
、
避
難
所

を
運
営
す
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た

静
岡
県
発
の
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

（
Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ
）を
実
施
。
避
難
者
に
見
立

て
た
２
５
０
枚
の
カ
ー
ド
を
部
屋
割

り
、
炊
き
出
し
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設

置
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
た

ち
は
、
こ
の
よ
う
に
得
た
知
識
を
地

区
の
自
主
防
災
組
織
の
指
導
に
生
か

し
て
い
ま
す
。

1 避難所運営ゲーム
で避難者の配置を話し
合う防災士アドバイ
ザーの皆さん　2 避
難者を想定したカード
には性別や年齢などが
細かく記載されている

1 2

松橋町大野区の自主防災組織に所属する
防災士アドバイザーにお話を聞きました

防
災
士
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は

防
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　出前講座では、た
くさんの質問が上が
り、宇城市の人たち
の防災意識の高さを
感じました。
　今はスマートフォ
ンなどの電子機器が普及し、知りたい情報を
能動的に取ることができる時代。地域の防災
は、気象情報の収集など、一人一人の防災意
識を高めることが重要です。
　防災士アドバイザーは、防災の面での地域
のリーダー的存在。私たち気象台の職員だけ
では、全ての市民の皆さんに防災知識を伝え
ることはできません。防災士アドバイザーは
私たちが伝えることのできない市民の皆さん
へ防災の知識を伝えるというとても大事な役
割を担っていると思います。
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発
電
機
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど

の
防
災
に
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要
な
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機
材
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み
申
請
可
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5月12日に熊本地方気象台の予報官を講師に迎
え、研修。天気図、キキクル（危険度分布）、土壌雨
量指数の見方を学び、市民が災害が起こる前に早め
に備えてもらうのが狙いです。

ホースの接続から放水までを消防士に習う

各地に設置されている消火栓、格納箱を点検

消防署、自主防災組織と協力して
地域防災力を高める活動をしています

アドバイザーたちは
研修・勉強も欠かしません

宇城市の防災
一歩先行く、

5月14日に大野区自主防災組織が防災士アドバ
イザーと消防団、消防署を交えて放水訓練や消火栓
の確認、災害時の水位の確認を行いました。

講師に
聞く


